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第1章　問題の所在-バリの社会変動と寺院システム
第1節　はじめに
バリ島はオランダ植民地時代からすでに世界的に令名を馳せた観光地で
あった.しかし,バT)島で本格的な観光開発が始められたのは, 1970年以
降のことであり, 1960年代以降の先進国で勃興したマス…ツーリズムに対
応するものであった.パリ島における観光開発の本格化の先駆けとなったの
は,パリ島サヌールにおける高層のバT) .ピーチ・ホテルの建設(1966年
開業)とグラライ国際空港の開港(1969年)であった…　インドネシア政府
は1969年4月,第一次五カ年経済開発計画をスタートさせたが, ′く1)島は
観光開発地域に指定され,中央政府が主導権を握った形の開発が進められて
いった,政府がフランスのコンサルタントに依顔したマスタ-プランがその
後の観光開発の青写真となった.
世界全体の国際観光客の数は1960年の6, 932万人から, 2002年には7億
1,460万人と10倍以上に増加し,今後もますますその数を増して, 2020年
には実に16億5,000万人に達すると予測されている…　観光産業はいまや世
界長大規模で,最も成長率の高い産業である.世界観光機関(WTO; World
Tourism Organization)によれば, 2000年には7億人近い人々が外国旅行を
し,4,780億ドルのお金を使っており,国際観光は旅客輸送を含めると,そ
の収入は5,750億ドルに達し,自動車,化学製品,石油,食糧をしのぐ世界
寡-の輸出の稼ぎ手になっている[UNEP 2002]…
この間,バリ島でも観光客数は非常な勢いで増加していった… 1970年に
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わずか2万3, 000人に過ぎなかった国際観光客数は1979年には11万9, 000
人, 1985年には20万人に達し1990年には47万6,000A, 1994年には
100万人をこえて104万9, 000人, 2000年には141万2, 831人に達した[BPS
2003: 274]…
国際観光業の急成長の背景には,上記のごとく, 「マス・ツーリズム」の
勃興という現象がある.大衆消費社会となった先進国の大衆が1960年代以
降,大挙して観光に参加し始めたのである.多くの発展途上国は経済的利益
獲得のために額極的に観光開発に参入し,国連その他の国際機関も「観光は
平和へのパスポート」とみなしてこの動きを額極的に支持した.しかし,程
なく,マス…ツーリズムは経済,社会,文化,環境に多くのマイナスのイン
パクトをもたらすものであることが明らかになってきた.とくに大きな影響
を受けたのは観光客受け入れ社会(ホスり　である発展途上国であった.
1980年代にはマス・ツー.)ズムのマイナスの効果を抑え,それに取って
代わる「もう一つの観光」 (オルタナティブ…ツーリズム)という考え方が
形成されてきた…　それにはいくつかのアイディア,名称があったが, 1980
年代末から1990年代初めに世界全体で「持続可能な発展」 (サステイナブ
ル・ディベロプメソTL)という考え方が定着する動きに促されて,国際観光
研究の分野でも,オルタナティブ…ツーリズムを「持続可能な観光」 (サス
テイナブル…ツーリズム)と捉える立場が主流になっていった[安村2003:
5-22].
「持続可能な観光」,ないしは, 「持続可能な観光開発」については多くの
議乱　定義があるが,出来る限り多くの考え方を取り入れようとした最新の
「持続可能な観光開発」の定義は, 2004年3月にタイで開催されたWTO C世
界観光機構)の「持続可能な観光開発委員会」で合意されたものである,す
なわも, 「持続可能な観光は,寡-に,観光開発の決め手である環境資源の
最適利用を行い,必要不可欠な生態学的過程を維持し,自然遺産や生物的多
様性の保存に役立つべきである.第二に,ホスト社会の社会的文化的真正性
(authenticity)を尊重し,過去および現存の文化遺産や伝統的価値を保存し,
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異文化間の理解や寛容に貢献しなければならない.第三に,発展可能な長期
的な経済運営を保証し,ホスト社会に対する安定した雇用,所得獲得機会,
社会的サービスを含めて,すべての利害関係者に社会一経済的利益をもたら
すとともに,公平に配分し,貧困の緩和にも貢献すべきである…」
この定義で注目すべき点は,以下の五点である…　すなわち,寡-醍,持続
可能な観光開発を種々の小規模なニッチ・ツ-I)ズムに限定することなく,
マス…ツーリズムも含めていること,第二に,環境のみならず,社会的文化
的側面,経済的側面も重視し,長期の持続可能性を保証するためには,これ
ら三つの側面の間の持続可能なバランスの維持が重要であること,第三に,
経済的に利益があがる(viable)ものであること,第四に,すべての重要な
利害関係者の十分な説明に基づく参加(informed participation)と,広汎な
参加・合意形成を保証する強い政治的リーダーシップが不可欠なこと,第五
に,観光開発のインパクトを絶えず監視し,必要な予防策,調整策を講じる
点も重要であることを主張していること,がこれである[WTO2004].
持続可能な観光開発の促進についてわれわれが思いをめぐらせる時, 2000
年には1970年の60倍以上の150万人近い国際観光客を誘致するにいたった
バリ島のケースを無視することはできない.観光開発がパリ島の環境,社会
文化,経済に与えたインパクトをプラス面とマイナス面の両面について精査
する必要がある.本稿は,観光開発の環境,社会文化,経済に対するインパ
クトのうち,社会文化に対するそれに焦点を絞り,検討を進めるための手が
かりを得ようとするものである.
観光開発が社会,文化に与えたインパクトを検討しようとする場合,手が
かりになるのは,ホスト社会の「受容能力」という観点である. UNEPが指
摘する「社会的受容能力」 (social carrying capacity)とは「観光地内部また
は周辺の社会システムにおける受容可能な変動の限度」であり, 「文化的受
容能力」 (cultural carrying capacity)とは「ホスト住民の文化における受容
可能な変動の限度」のことである.国際観光は観光がなければ出会うことの
なかった人々の間の社会関係を成立させるが,その際,文化,エスニシティ,
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宗教,ライフスタイル,言語,経済的豊かさの度合いの違いによって,文化
的衝突が発生する可能性が高い.また,観光地である地元社会の社会的受容
能力や文化的受容能力の過剰利用(overexploitation)が起こる可能性がある.
国際観光客数がここ30年はどの間に60倍以上に増大したバリの場令,社会
的受容能力や文化的受容能力の過剰利用が起こっている可能性は高いものと
推測されるが,果たして実態はどうであろうか.それらを測る「物差し」は
果たして存在するのであろうか,本稿はこの問題を捉える手がかりを模索す
る一つの試みである…
本稿は,バリ社会の社会的文化的受容能九　ないしは,社会変動の慶合い
を測る指標として,パリの寺院システムを取り上げ,バリの寺院システムに
観光開発が本格化した後に,何が起こってきたかを明らかにしながら,そも
そも寺院システムが社会的受容能力を測る指榎になりうるのかについて検討
しようとするものである,
第2節　バリの社会文化変動と寺院システム
そこで,まず最初に,なぜバリ島において寺院システムが社会的文化的受
容能九　もしくは,社会変動の指棟となりうると考えるかについての筆者の
論点を提示しなければなるまい…
筆者は論文「バリ村落の基本構造」 (1975年)と論文「パT)における観光
業と伝統的舞鹿～インドネシアにおける開発と文化」 (1991年)でバリの社
会構造と観光業のインパクトについて論じてきた. 1975年論文では,クリ
フォ-ド・ギアツによるバリの社会構造把振法によりながら,バリの観光
地として有名なサヌ-ル(厳密にはサヌール/インタラン)地域における
フイ-ルド…ワークを通してパリ村落の基本構造について論じた.
C…ギアツによれば,バリ村落の構造はきわめて多様であり,どれ一つと
して同じものはないが,一度その構成要素に日を転じれば,その数は限られ
ていて,どの村落を取ってみても大差がない…　換言すれが,構造の多様性は
少数の構成要素の組み合わせの仕方の多様性によるものである,ギアツはそ
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の構成要素を理論的に分離可能な七つの「社会組織の諸面(planes)」によっ
て捉えている[C. Geertz 1959].その七つとは「全く異なった結合原理に
よる社会制度」として具体的な形態をとっている…
まず,第一は「慣習村」 (desa adat)で, 「プロ.カヤンガン・ティゴ」
(puraKahyanganTiga)と総称される三つの寺院～草分け寺プロ・プセ(Pura
Puseh),神々の集会所としての寺プロ・パレ・アグン(PuraBaleAgung),
死者の霊のための寺プロ・ダルム(Pl汀aDalem)の信徒集団(好餌,相続,
共同労働その他についての共通の慣習法の規則に従う集団)からなる.
第二は「バンジャール」 (banjar)と呼ばれる,密集居住の中での基本的な
地域的政治的な単位であるである.耕地の所有,管理とは無関係であるが,
治安の維持,結婚…離婚の承認,相続問題の裁楽,社会的制裁の行使,共同
労働の実施など,一般的な統治,および法的機能を持っている.
第三は「スバック」 (subak)と呼ばれる,耕地の所有,管理に携わる水利
組合である,ダムによって分水された一つの水流から潅激される水田の占有
者が一つのスバックを構成しており,バンジャールと1対1の対応関係は存
在しないのが一般的である.
第四は父系的酔こ継承した社会的地位, 「カ-スト」 (kasta),プラ-フマナ,
サトリア,ウェイシャ,ス-ドラからなり,前三者は一括してトゥリワンサ
と呼ばれ,人口の1割を占める…
第五は内姫的な父系親族集団で,祖先をまつる寺院を中心にする儀礼集団
である.地域によって呼称が異なる[間苧谷1975: 14-20].
第六はスク(seka),もしくはスクフ(sekaha)と呼ばれるインフォ-マ
ルな任意集団である.特定の目的(たとえば,芸能,一部の農作業)のため
に全く任意に結成され　集団の目的,規模,存続期間は多種多様であるが,
ほとんどのバリ人が複数のスクフに所属している.
第七は行政村(desa)で,政府行政機構の末端に位置する.
ところで,ギアツの議論で注目すべき点は,拙稿(1991)で言及したよう
に, 「すべての寺院はある特定の社会集団の活動の中心であり」,それ故,こ
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れらの七つの社会制度は,視点を変えて見れば, 「世俗的機能によってみた
寺院(信徒)集団」であるという点である[Hildred & Clifford Geertz 1975:
12-31]…
バリ人がバリ人であるためには,これらの寺院信徒集団としての性格を持
つ社会制度と密接な関係をもたなければならない,拙稿(1991)で触れたよ
うに, J-s.ランシンダ(Lansing)によれば, 「個人のパーソナ.)ティはその
人の家族,カ-スト,バンジャール,その他の社会的宗教的組織との密接な
関係の総和」 (Lansing: 10)であり,これらの社会制度と密接な関係を持ち,
「拘束」されて(縛られ,結びつけられて)始めて,人は人たりえ,アイデ
ンティティを形成,維持しうるのであるが, 「拘束はたんに社会的であるの
みならず,神々の頚城-と吸収されていくヒエラルキーの中での自我の位置
づけを強調している」点が重要である[Lansing: 27].
第2章　観光開発と寺院～観光地サヌール/
インタラン地域の場合
第1節　社会変動と寺院システムの変容0):観光客・ヒンドゥー教協議
会…行政村
筆者は1973年から1974年にかけてバリの観光地サヌール/インタラン地
域の調査を吉田禎吾氏らと行った.バリ…ビーチ.ホテル建設(1966年)
などによって,古くからの観光地であったサヌ-ルにおいて,大量の観光客
を受け入れる体制が出来上がりつつある時期であった.拙稿(1975)はその
時期のサヌー地域の社会構造をできる限り正確に捉えようとしたものであっ
た.その後,観光は本格化し,パリを訪れる国際観光客数は急増した.その
結果,サヌ-ル地域の基本的な社会構造はどのようなインパクトを受け,ど
のような変容を遂げたのであろうか.
この問題に関して,独特の視点からかなり立ち入った調査,研究を行った
研究者がいる…　それはドイツ人の文化人類学者ブリギッタ・パオザ一一ショ
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イブl)ン(Brigitta Hauser-SchSublin)であり,同地域の寺院システムの
フイ-ルド調査を1990年代はじめから半ばにかけ実施し, 『神々と人々の形
跡～南バリの村落における社会的出来事と過程の目印としての寺院と儀礼』
(1997)を発表している…　同書は20世紀以前に遡った歴史的叙述が主で,最
近の状況については最終章で簡単に触れるにとどまっている,しかし, 1998
年には彼女自身が論文「寺院と観光～適応,反抗,降伏の間で」を発表し,
観光地であるサヌ-ルで1970年以降,どのような変動が起こったのかにつ
いて,寺院システムの変化を中心に分析を行っている.この論文は第1章で
述べた観点から見て,きわめて興味深い内容を含んでいるので,以下,観光
開発と地元社会の受容能力の検討という観点から見て重要な諸点を紹介する
ことにしたい,
パオザ-ーンヨイプリンはサヌ-ル/インタラン地域で1970年以降に生
じた変動に影響を与えた要田を①ロ-カル, ②1)-ジョナル. ③ナショナ
ル, ④インターナショナル(もしくはグロ-パル)の四つのレベルで捉える
必要があると主張する[BHS: 146]…
第一のロ-カル・レベルの要田とは,サヌール/インクラン地域にやって
きてホテルに滞在する観光客であり,第二のT)-ジョナル・レベルの要田と
はインドネシアという国民国家の一部を形成するパリ州レベルのものであ
り,たとえば,バリのヒンドゥー教を国家公認の宗教へと格上げする運動を
推進した「ヒンドゥー教評議会」の活動がこれである…
第三のナショナル・レベルの要因とは,国民国家インドネシアの行政組織
の末端として中央政府の意思を貫徹しようとする行政村であり,第四のイン
メ-ナショナル(もしくはグロ-バル)な要因とは,観光業に投資する国内
外の国際的投資家…国際観光業である…
それでは,各レベルの要因はどのような変化を寺院にもたらしたのであろ
うか…
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(1)観光客
ビ-チ沿いのホテルに滞在する観光客の存在はバリ人に二つの「生活世
界」で生きることを余儀なくさせた. 「パリ人の世界」と「観光客の世界」
がこれである.バリ人は自分たちの世界を観光客の世界から分離させ,自分
たちの世界の自律性を達成　維持しようと努めた[BHS: 146]…
そのためにとられた戦略は,観光客以外の立場でバリを訪れた経験のある
外国人がいやおうなく気づかされる,バリ人の外国人に対する「無関心」,
「無視」である(筆者自身もこのことを強烈に経験したことがある).ホテル
の建て込んだピーチ沿いの場所で行われるバリ人の宗教儀式にも,外国人観
光客はかなり無分別に参加しようとするが,バリ人は出来る限り無視し続け
てきた.しかし,近年,この寛容さに変化が生じてきている.パオザ一一ショ
イブT)ンがあげるのは次の二点である.一つは寺院,両を高い塀で囲み,中
が見えないようにすること,もう一つは寺院の入り口の戸に施錠することで
あった…　聖なる空間から俗なるものを締め出すことによって,パT)人の世界
と観光客の世界の並存を維持しようとする試みである… 1994年には地元紙
『バリ・ポスト』で寺院-の観光客の受入れについて論争が起こり,その後,
寺院に参詣する観光客を律する規則に関するバリ州知事令が公布された
[BHS: 158-161].
(2)ヒンドゥ-教評議会(パl)サダ・ヒンドゥー…ダルマ;Parisada Hin-
du Dharma)
インドネシアの建国五原則パンチャンラの第一項は唯一の神への信仰であ
るが,パリのヒンドゥ-教は1965年に大統債令によって承認されるまで,
イスラム教,カトリック,プロテスタントなどと扇を並べる存在ではなかっ
た…　そのヒソドゥ-教を国家公認の宗教として認知させる運動の担い手がヒ
ソドゥ-教評議会(パリサダ…ヒンドゥ- ・ダルマ;Parisada Hindu Dhar-
ma;以下, pHDと略記)であった. PHDは寺院や儀式の標準化,正典化を
積極的に推進した.現在,バリの寺院でも最も神聖な場所とみなされている
ノくり島における観光業と寺院システム-観光と社会文化変動に関する研究(その-　　　　61
北東の隅に蓮華座(padmasana)を設置することが義務づけられているのは,
pHDの活動の結果である.このEfE体の主導権を握っているのがブラーフマ
ナに属する人々であるため, 「寺院のブラーフマナ化」や,それによる寺院・
嗣…宗教実践の「平準化」が進展していると見ることも出来る　LBHS:
147].なお,この団体の活動を含め,中央政府とバリ州との関係をめぐる諸
問題については,鏡味治也氏が『政策文化の人楳学～せめぎあうインドネシ
ア国家とパリ地域住民』 (2000年)で綿密に論じている.
(3)国民国家の行政機構
1970年代初めに筆者が調査を行った時点では,サヌール/インタラン地
域は一つの行政村サヌール(Desa Sanur)からなり, 23のバンジャ-ルが
存在し,サヌール慣習村(Desa Adat)に5バンジャール,インタラン慣習
村に18のバンジャールが属していた[間苧谷1975:4-8]…
しかし,その後,三つの行政村サヌール・カジュ,サヌール・カンギン,
サヌール・カウに分けられたうえ, 1979年の村落行政法の導入により,前
二者は行政村(desa dinas)のままであったのに対して,ホテルの大半が位
置するサヌ-ル…カンギソは「クルラノ、ン」 (kelurahan)とされた[Hauseト
ShSblin 1997: 21, 288].デサとクルラパンの違いは,デサが郡からの干渉な
しに内政を管理できるのに対して,クルラパンは内政を管理する権限がなく,
上から指定された開発プロジェクトを管理運営することが義務づけられてい
る点である[白幡2005].
クルラパンの誕生にともなって,この地域の寺院システムに大きな変化が
生じた.クルラパン長の役所の北に,行政村の寺院(Pura Indra Giri)が建
立されたのである.この寺院は書記から小学校教師に及ぶ官僚行政のロ-カ
ルなレベルで働く公務員のためのものとされた.しかし,役所,寺院,銀行,
テレコム・オフィス,保健所,それに広場がこの地域の権力の中心となり,
広場は国民的祝賀,パレード,村のコンペなど公式的な行事が実施される儀
式の場となった,上記の寺院は公務員の寺院であるにとどまらず,これらの
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行事に参加するすべての集団が供物を捧げる儀式の中心となった[BHS:
149-150].役所と寺院,広場と中心とする空間は地元の伝統的な権威を圧倒
する方位を綿密に選んでつくられており,この寺院は植民地時代以前のバリ
の王国のローカル・レベルの「国家寺院」に相当する.すなわち,かつてサ
ヌール/インタラン地域のロ-カルな支配者はパドゥン国の国王というリー
ジョナルなレベルの支配者に服属していたが,ローカルな支配者の寺院は,
バドゥン国の「国家寺院」 (スランガン島にあるプロ・サケナ"蝣/Pura Sake-
nan)の下位,慣習村のカヤンガン・ティゴの上位に位置づけられるもので
あった[BHS: 151-152]…　つまり,新しい支配者である国民国家の政府がか
っての支配者の「国家寺院」に匹敵する社会的政治的な意味を持つ寺院を建
立することによって,慣習(adat)の世界に侵入してきたとハオザ-ーショ
イプリンは解釈している[BHS:175]…
第2節　社会変動と寺院システムの変容<2) :国際観光業の影響(l)
バリ人は「山側」 (カジュ;kaja)を神聖で上位, 「海側」 (クロッド;
kelod)を載れた下位と見る方位観を持っている.南パリでは北が山側,南
が海側であり,島の南に位置し,海に面しているサヌール/インタラン地域
はバリ人にとっては怖ろしい場所であった… 「深いところ,低いところは黄
泉の国の霊のためにあると考えている.彼らは悪霊の排掴する海辺の不浄な
寂しさをこわかり,海岸線は不毛な島ヌサ・プニダに住む牙のある巨人,グ
デ…ムチャリンの支配下にあると信じている」とコパルピアスが『バリ島』
(1936)で述べているとおりである[関本訳:57].
より厳密に言えば,サヌ-ルのど-チは.可視的な世界,すなわち,人間
の世俗的な日常生活の世界「スカラ」 Csekala)と,神々や霊の不可視の世
界「ニスカラ」 (niskala)との境界に位置する危険な場所として,伝統的に
恐れられてきた怖い(tenget)場所であった[BHS: 152].
観光開発が開始されると,海沿いの土地は高い経済的価値をもつようにな
り,寺院周辺の土地は次々と売却されていった.この地域のみならず,バリ
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の観光開発の象徴的存在であるパリ・ピ-チ・ホテル(Bali Beach Hotel)
の建設には大きな問題があった…　なお,現在バリ…ピ-チ・ホテルはグラン
ド・バT)・ピ-チ…ホテル,さらにはインナ・グランド・バリ・ビーチと改
称し, 10階建てで255室のクワ-ウィングだけではなく,コテ-ジ111
亀　2階建てピル208亀　さらには9ホールのゴルフコースを含むレクリ
エ-ション施設を擁し, 45-クク-ルの敷地の巨大な.)-ゾ-ト…コンプ
レグスになっている[Inna Grand Bali Beach Hotel Homepage 2005]…
パT) ・ビ-チ・ホテルが建てられた土地はサヌ-ル・ビ-チの中でもとく
に問題のある場所であった…　なぜなら,建設予定地にはサヌ-ル慣習村の
墓地,インクラン慣習村に属する二つのバンジャールの墓地,複数の寺院
(PuraKahyanganSertaやPuraSegara),バナスパティ・ラジャ(バロン)の
軌　種々の氏族が持つ小寺院などが存在していたからである.ホテルは墓地
を移転させて建てられた,生きている者の住まい(ホテル)のために,共同
墓地や寺院を他の場所に移転することは伝統的なやり方と全く相容れない.
寺院や墓地は場所…土地そのものが神聖であり,不可視の霊的な「ニスカ
ラ」の世界の話力と結びついている[BHS: 162-163].
かくして,パオザ一一シヲイブリンによれば,観光業の唯物主義的な世界
による不可視の世界の排除・破壊の企てに対して,ニスカラの側からの「能
動的な反抗」が起こった.観光業が強引に持ち込んできたインパクトに対す
る寺院の側からの「能動的な反撃」であった[BHS: 168].
バT) …ピーチ・ホテル建設中に,この場所自体の神聖さ,神々,霊の強さ
を示す事件が頻発した…　観光客が幽霊を見た.人々が病気になり,死ぬ者も
出た.ホテルの施設が理由なく何度も故障し,僧が霊を慰める儀式を執り行
わなければならなかった.ホテルは後述のごとく,ホテル完成時に,ホテル
の寺院を共同墓地の守護神バナスパティ…ラジャの石碑のあった場所に建立
せざるをえなくなった,また,ホテルの一室を神々の部星としてリザーブし
続けることを余儀なくされた[BHS: 164].
バリ・ビーチ・ホテルが拡張され,壮大なコソプレクスを形成する過程で
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ち,種々の「出来事」が生じた.コンプレクスの敷地内の二つの寺院を廃寺
にしようとした際,僧(プマンタ)が神々の許しを請い,宥めの儀式を行っ
た.これに対して土地の霊は廃寺の提案の不舌快さを激しく非難し,目論見
が悲惨な結果を招くと警告した…　行進の儀式の途上でプマンクにランダの霊
が愚依し,参加した人々も次々と霊に愚かれた.この出来事は地元の人たち
には,寺院が建っている空間を「所有」しているものたちによって,廃寺の
要求が拒否された十分な証拠だとみなされた.その他,寺院の移動を検討し
ようと寺院に入った職人が巨大なバロンの仮面に出くわし,逃げ場を失って
発狂し,その後死んだり,寺院を壊すために派遣された囚人の力が抜けて何
も出来なくなったり,廃寺を実施する労働者を護る儀式を行った僧(プダン
ダ)が分別を失って儀式進行が不可能になり,その事を二日後に亡くすと
いった事件が続発した.多額の報奨金を出しても.神々の宿る聖なるパンヤ
ン樹を伐採しようとするものは一人もいなかった…　その結果,これらの寺院
やパンヤン樹は,ホテルやバ./ガロ-の壁の間に押し込まれながらも元の場
所に存在し続けている[BHS: 169].
バリ・ピ-チ・ホテル(現在のグランド…バリ…ピーチ・ホテルのコンプ
レタスのうち, 10階建てのタワー…ウィングにあたる部分)がほぼ完成し
た時点で,ホテルの寺院プロ・マニック…ティルタ・サリ(Pura Manik
TirthaSari)が建立された.この寺院にはヌサ・プニダ島から来た冥界の神々
と結びつくイダ・バグス・ラトゥ・ビアンという名の神が定着し,祭りの際
にはラ'/ダの仮面として顔貌することになった…　同寺院にはヌサ・プニダか
ら来た神々用の両も建てられ,ホテルの従業員だけではなく,年一度の祭り
にはサヌール/インタラン地域の多くの人が参列するようになった.近くの
寺院との関係が深まるにつれ,同寺院はインクラン慣習村の寺院ネットワー
クに組み込まれ,当初の家屋敷の両(サンガ　sangah)のレベルから,慣習
村の他の寺院との関係を維持する寺院(プロ)のレベルへと格上げされて
いった[BHS: 163-164]…
その後, 1993年1月の火災でバリ…ビーチ・ホテルの建物の内部は燃え
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尽きたが,灰と煙の充満するホテルの中で,神々用にt)ザ-ブされている部
屋だけは難を逃れ　芳香に満ちたままであったとされている.さらに,ホテ
ルの寺院は燃えた建物に隣接しているにもかかわらず,全く被害を受けるこ
とはなかった.火災後のホテル再建に際して,ホテルの寺院には外庭が付け
加えられて,内庭(奥の院)をもつ寺院へとかなりのお金をかけて更新さ
れ,もう一段,寺院として格上げされた[BHS: 165-167]…
以上見てきた二つの例,すなわち,寡-のバリ…ビーチ・ホテルに建立さ
れた寺院の例,第二に, BHHコンプレクス拡大に際して寺院と聖なるパン
ヤン樹が残された例は,外部の世界(国際的投資家,国家による観光開発)
の「覇権的侵入」 (観光業の物質主義的世界による不可視の世界の排除・破
壊の企て)にバリ社会が耐えたり,樺ね付けたりするのに成功したケースで
あるといえる.その機動力となったのが「土地の神聖性」, 「ニスカラ」のカ
であった.パオザ--ショイプリンは, 「開発プロジェクトに反対する社会
的表明は政府によって抑えられているので,開発に対する大衆の反対とニス
カラ反抗との間にどの程度の一致(co喝ruence)があるのかを知るのは難し
い」と述べつつ,寺院の祭りに際して,降臨した神が愚依し,トランス状態
に何人かの人が入るとき,日常の社会的ヒエラルキーが一時的に逆転する現
象が根底にあることを付言している[BHS: 168-170]…そういう社会で起こっ
たリアルな出来事であったことを見逃してはなるまい.
第3節　社会変動と寺院システムの変容(3) :国際観光業の影響(2)
寺院を通したパリ人の抵抗は,一部で一時的に成功したものの,永続きは
しなかった… 1980年代半ばにはバリ・ビーチ…ホテル周辺で,古い寺院の
名残とともに未完成のまま放置されているホテルやバンガローが散在するの
が見られたが, 1990年代に入るとそのような状況は一変し, 45-クタール
に及ぶバリ・ビーチ・ホテルコンプレクスが完成していた. 「土地の神聖さ
は観光業の押し付け(superimposition)の企てに一時的には抵抗していたが,
ついには打ちのめされてしまい,冒涜が神聖性に勝利してしまった」という
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のが,パオザ--ショイブリンの判断である[BHS:174]…
それでは観光開発によって寺院に何が起ころうとしているのであろうか.
これについてハオザ一一ショイブ1)ソは二つの注目すべき形態をあげてい
る.一つは寺院の単なる「近代化」である.これには二つの形があり,一つ
は台座,柱,壁を珊瑚石からコンクリートにしたり,台座や屋根にタイルを
使ったりする「建築素材」の近代化であり,もう一つは寺院,両の規模拡大,
賛沢で手の込んだ木彫,石彫の利用,がこれである…　これらは主として観光
業によって経済な富を獲得した新富裕層が,自らの経済的繁栄と新たに獲得
した社会的地位を誇示するためのものである.しかし,これはパオザ一一
ショイブリンが指摘するように,ピカ-ルの言う「バリ人社会を中から変え
る過程」であり,外部の話力がバリに与えたインパクトの問題ではなく,し
たがってそれほど深刻な問題ではない[BHS: 170-171].
もう一つはパオザ- -ショイブl)ソが「一種の自殺」 (self-destruction)と
呼ぶ現象であり,これはきわめて深刻な問題の発生を示唆している… 1990
年代半ばから,サヌール/インタラン地域内ではないが, I)-ジョナルな寺
院ネットワークによって関係のあるいくつかの寺院で, ①寺院の神聖な樹木
の伐採,薮など植物の排除, ②寺院の庭のコンクリートなどによる舗装, ③
ほとんど差異のない複数の同の建立,などの現象が生じている.これは単な
る「近代化」とは質的に異なった「伝統的価値からの断絶」の試みである.
寺院の生きた実体とみなされてきた土地を舗装し,神々の愚代(よりしろ)
である聖なる樹木を伐採し,茂みを取り除く行為は,ニスカラ(神々や精霊
の制御する世界)の形跡を拭い去ろうとする意図的行為に他ならず,ここで
は,ニスカラの世界は排除され,スカラの側面のみが誇示されている.つね
にバリ人の世界観,宗教の価値ある部分であった「自然」を消滅させるこの
やり方は,ビーチ沿いの,かつては神聖であった土地を観光業が収用したと
きのやり方,すなわち,建設会社の巨大な機械が以前そこに成長し,生きて
いたすべてのものを破廉恥むこ破壊してしまったやり方に酷似している. 「く観
光)の世界が聖なる世界に侵入し,部分的にその基盤を壌しているのであ
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り,別の言い方をすれば,凝固化(solidification)と石化(petxification)杏
通して聖なる世界を内部から変化させている」のである.その意味でこの現
象は,寺院(そして,バリ人)の一種の「自殺(自己破壊)」であり,一種
の「プブタン」 (puputan ;死の行進　王国時代に王の一族が白装束を身にま
とい,無抵抗で敵に向かって玉砕した行進)であるとパオザ一一ショイブl)
ン古土捉えている.この場合,彼女が見た四つのケ-スのうちの三つは, 「ニ
スカラ」の要請で「意図的な破壊」を行ったと記している.彼女はこれを「寺
院と儀式が基礎を置いてきた重要な基盤を破壊することを神が人々に命じた
場合の最後の仕上げ(丘nishing)」であると捉えようとしている[BHS: 171
174].
プブタンが,エイドリアン・ヴィッカ-ズがいうように,何ものかからの
「儀礼的浄化」 (ritual cleansing) [Vickers: 168]であるとするならば,これ
らの寺院で起こっていることは何からの浄化を目指すものであるかが問わ九
なければならないが,ハオザ一一ショイブリンは,スカラとニスカラの補完
性に基礎を置く伝統的なバリ人の世界観を彼らが自ら破壊することによっ
て, 「降伏」,もしくは「降伏の拒否」を表明するものと理解しようとしてい
る[BHS: 174]…
パリ社会が観光開発によってどのように変化しつつあるかを捉える重要な
鍵の一つは, 「ニスカラ」と「スカラ」という相互に補完的な関係に何が起
こりつつあるのかを正しく捉えることである…
むすびにかえて～スカラとニスカラ
プリギツタ・ハウザー-ショイブT)ンの研究を通して,観光地であるサ
ヌール/イソタラ-/地域の寺院(そして,社会関係)において起こりつつあ
るいくつかの変化について知ることが出来た.そこで生じている変化の意味
を正しく捉えるためには,バリ人の宇宙観の軸になるスカラとニスカラとい
う相互補完的な概念について知らなければならない.とくに,人と寺院とが
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この概念とどのようにかかわっているのかを知る必要がある…　この問題の検
討を始めようとする場合,アルレッテ・オッティーノ(ArletteOttino)の論
文「ある慣習村における寺院システムと社会の再生産」 [ot血0 1998]がき
わめて示唆に富んでいる.ただし,ギアツが指摘しているようにパリの村落
構造はきわめて多様であり,一つの慣習村での論理がどれだけバリ全体に妥
当するものであるかについては十分に留意する必要がある.オッティーノの
調査地は北タバナンのバトゥカウ(Batukau)山(標高2,270メートル)南
面の原生林の端にあり,町の住民からは遠く離れたところにある保守的な地
域とみなされている.また, 50年前に一部の住民がキリスト教に改宗し.慣
習村をはなれたという特別な事情ももっている[Ottino: 25-26].したがっ
て,ある意味では非常に特殊な村である可能性は否定できない.しかし,逮
に考えると,町からの影響は限られているうえに,改宗者が同じ空間軒こ居住
している分,逆に,より純粋な形で古い形態の慣習村とその寺院システムを
維持しようとする強い動機づけが働いているとみなすことも可能である.
さて,オッティーノによれば,人の一生(「生まれ変わり」を考慮にいれ
れば.人の「循環」)は寺院,とくに慣習村の基盤である三つの寺院「カヤ
ンガン…ティゴ」と不可分に結びつけられている…　カヤンガン・ティゴと
は,すでに述べたごとく, ①村の起源の寺である草分け寺(プロ・プセ),
②慣習村共同体の集会所であるプロ・バレ・アグン(ないレ〈レ・アグン),
③死者の寺(プロ…ダルム)からなり,死者の寺には墓地が付置されてい
る.方位的には,山側の一番高いところに①が,中央に②が,そして,海側
の一番低いところに③がおかれる.ただし,種々の歴史的経過を反映して,
現実には位置に関しても多くのバリエーションがある…
重要なのはこの三つの寺院が,人生でいえば,誕生-社会生活一死,自然
現象でいえば,出現-結実-腐敗という三つの局面に対応していることであ
る.プロ・プセは誕生と,バレ・アグンは社会生活と,プロ・ダルムは,付
置されている墓地とともに,死と再生(生まれ変わり)という連続する局面
に対応している.三段階のサイクルの完了は新しいサイクルの開始を意味し
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ている.バリ語では「死」は「再生」を, 「腐敗」は「復活」を含意してい
るので,プロ・ダルムは次のサイクル-の準備を意味しているのである
「Ottino: 29」 (図参照).
プロ…ダルムは「人間額城」への出入りの移行に関係し,人の身体的・心
理的側面のリサイクルに関連している,他方,プロ・プセとパレ…アグ-/紘
「社会的領域」への出入りの移行pこ関係し,人間の社会的,法的,儀礼的な
構成要素(慣習村共同体の成員権と結びついた集団的アイデンティティ)に
関連している[Ottino: 43-44].
バリ人は人の構成要素は5世代単位で循環すると考えている[Ottino:
38].慣習村から世帯に貸与された空間である家屋敷に住むのは5世代先祖
集団で,そこに設けられた両(サンガ)における儀礼の最大の関心事は,滞
りなく先祖が子孫に生まれ変わることが出来るように,生者の世代(普通は
慣習村の正規のメンバーである夫婦と,その子,および,老いた両親の3世
図　カヤンガン…ティゴをめぐる人の循環
(出所) [Ottino: 30]
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代)と死者の世代との継続性が維持されることを確かなものにすることでめ
る[Ottino: 41].
バリの慣習村では個々の世帯(家星数に住む家族…先祖集団)の再生産よ
りも慣習村の再生産に優先権が与えられている…　オヅティーノが「再生産」
というのは「ある集団が所与のテ1)トリーに居住し,長期にわたってそれを
利用すること」である.そこで, 「慣習村の再生産」とは「生物学的な生殖
作用,農事における社会的政治的組織化と協力,これらの目的を達成するた
めに個人に課せられた要求の正当化に適合したイデオロギー」に他ならな
い… 「これを実現するのがカヤンガン…ティゴであり,個人はこれを通過し
て,自らの家族に再生するために誕生から死にいたるまで循環すると信じら
れている」のである[Ottiono: 24].それ故,寺院の祭りは不可視の「ニス
カラ」と可視的な「スカラ」という二つの次元を再活性化する機会としてき
わめて重要である.人間社会と神々との関係を維持し,慣習村全体の繁栄と
福祉を実現するためには,聖水の根源である神々の本質的要素(アムルタ;
amerta)と供物との儀礼的交換が必須の条件である[Ottino: 36].
オッティーノはより詳細に慣習村の寺院システム(カヤンガン…ティゴお
よび家屋敷の岡であるサンガ)を分析し, 「社会の再生産は究極的には,守
院システムを通して人間の物的,霊的,祖先的な三つの構成要素が妨げられ
ることなく循環することに依存している」 [Ottino: 25]ことを明らかにして
いる.オッティ-ノの主張するように, 「バリ人の価値観においては,神々
が人間に対して優先権をもち,祖先が個人に対して優先権を持つのと同じよ
うに,ニスカラはスカラに対して優先権をもち,ニスカラはスカラのすべて
の生活の源泉,目的であるとみなされている」 [Otdno:: 24]とするならば,
サヌ-ル/インタラン地域周辺の観光地の寺院において,一部であるとはい
え起り始めている事態は,バリの社会的文化的受容能力の限界を超える事態
が起りつつある一つの指標であると見なさなければならないであろう.
このことを一層,正確かつ厳密に検証するためには,ビーチ沿いの寺院だ
けではなく,サヌール/インタラン地域の慣習村のカヤンガン・ティゴを中
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心とする寺院のネットワ-ク全体で何が起こっているのかについて,その歴
史的背景を含めて,より詳しく知ることが必要であろう.また,地域によっ
ては, G…マグi/- (Graeme Macrae)がウプヅド地域に存在することを明
らかにしたような,慣習村を超えたより広い寺院のネットワークにも目配り
が必要な場合もあるであろう[Macrae 1998].いずれにせよ、寺院を社会変
動の指標の手がかりと捉え,観光業によってそれらがいかなる影響を受けつ
つあるかを知るという観点から,既存のバリの寺院関連の研究を読み直して
みる作業には大きな意味があるといえよう.
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Tourism and the Temple System in Bali: A Note on Tourism and
Soaaヾultural Changes (1)
Sakae Maotani
Tourism is one of the world's largest and fastest growing industries. The number of
international arrivals has increased rapidly丘0m 25 million in 1950 to over 700 million in
2002. The WTO (World Tourism Organization) forecasts that the number will exceed 1.5
billion in 2020. Tourism has many impacts, both positive and negadve, on economic and
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socio-cultural aspects of people's lives and environment. The UNEP (United Nations
Environment Program) warns that international tourism could cause "an overexploitation
of the social carrying capacity (limits of acceptable change in the social system inside or
around the destination) and cultural carrying capacity (limits of acceptable change in the
culture of the host populaidon).
In Bali, tourism has been developing quite smoothly, and the number of international
arrivals has increased from a mere 23,000 in 1970 to l…4 million in 2000. The purpose of
this ardcle is to test whether overexploitation of the social and cultural carrying capacity
has already occu:ned (or will a∝ur in the near future) in Bali. "Changes in temples" has
been selected as a key indicator of soci0-cultural changes… As Cliford Geertz (1975) puts
it, 'every temple is the center of activities of a specific corporate social group" and all
the major aspects of traditional Balinese social organization are, in turn, "various types of
temple group.
Bngitta Hauser-Sch;芝bhn earned out丘eld research in Sanur, one of the most popular
destinations in Bali, and concludes in her article (1998) that, at丘rst, temples tried to
actively resist the materialistic tourism industry and partially succeeded… However, grad-
ually, …tourist world invades也e sacred world and partially eliminates its foundation or,
to put it differently, changes the sacred world from within '. This is a very serious trend,
because, as she points out, the foundation of the Balinese worldview has been based on
the complementarity of the invisible sacred world (niskala) and the visible mundane
world (sekauz). Arlette Ottino (1998) proves the tremendous importance of this comple-
mentanty of niskala and sekala for the Bahnese, because it is closely connected with the
belief of the cyclical nature of human existence (birth-social life-deathィebirth)…
After scrutinizing articles by Hauser-Sch;云blin and Ottino, this article reaches the
tentative conclusion that when ``changes in temples" is selected as a key indicator of
SOCK)-cultural changes, "bverexploitataon" of the social and cultural carrying capacity of
Bali has already ∝curred.
